
図４－２　　２次系純水系統におけるトリチウムの検出について
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「格納容器貫通配管修繕工事」において、封水注入配管の洗浄時に１次系純水
と２次系純水を同時に使用していた(Ｈ１７．８．１１）
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　美浜３号機　定期検査中に発生した異常事象

２次系純水系統等からの回収量

:約３．８×109Bq　・・（Ｂ）


